
《　沖縄県鉱工業指数　利用上の注意　》

１　基準年次

２　対象範囲

　日本標準産業分類の大分類の製造業及び鉱業に属する産業を対象としています。

３　指数の種類及び採用品目

４　分類

鉱工業

最終需要財 鉱工業又は他の産業に原材料等として投入されない最終製品。ただし、建設材を含み、企業消費財を除く。

投資財 資本財と建設財の合計。

資本財 家計以外で購入される製品。原則として想定耐用年数が１年以上で、比較的購入単価の高いもの。

建設財 建築工事用の資材及び衛生用陶磁器等の建築物に付随する内装品及び土木工事の資材。

消費財 家計で購入される製品（耐久消費財と非耐久消費財の合計）。

耐久消費財 原則として想定耐用年数が１年以上で、比較的購入単価が高いもの。

非耐久消費財 原則として想定耐用年数が１年未満で、比較的購入単価が安いもの。

生産財 鉱工業及び他の産業に原材料等として投入される製品。ただし、企業消費財を含み、建設財を除く。

鉱工業用生産財 鉱工業の生産工程に原材料、燃料、部品、容器、消耗品、工具等として再投入される製品。

その他用生産財 非鉱工業の原材料、燃料、部品、容器、消耗品及び企業消費財。

５　ウェイト

６　指数算式

　指数の算式は、基準時に固定されたウェイトで加重平均するラスパイレス算式です。

　比較時数量
　基準時数量

　（個別指数 × 基準時ウェイト）の総和
　　　　　基準時ウェイトの総和

７　季節調整

８　統計表中の符号

「－」：該当数値のないもの 「▲」：負の値又は減少 「Ｘ」：調査対象事業所が少ない
　　　　ため秘匿としたもの

　ウェイトの算定は、基準年次である令和３年経済センサス活動調査のほか、生産動態統計調査等を
基礎資料として使用し、指数の業種分類概念に合うよう調整した上で算定しました。なお、非採用業
種については、鉱工業全体で膨らましを行い、業種の中で採用しなかった品目については、概ね該当
する品目ごとに膨らましを行いました。

個別指数　＝  × 100

総合指数　＝　　

　季節調整とは、おおむね１年を周期とする季節性（天候や季節による自然条件、盆、正月などの社
会的習慣や決算期などの制度等の影響）を統計データから除去することをいい、この季節性を除去し
た指数を季節調整済指数といいます。
　季節調整の方法として、米国センサス局のX-12-ARIMAを採用しています。

　2020年（令和２年）を基準年次としています。そのため、指数値は2020年の平均を100.0とした比率
で示されます。また、ウェイトは2020年の産業構造によるものです。

　指数の種類は、生産指数（付加価値額ウェイト）、生産者出荷指数（出荷指数）、生産者製品在庫
指数（在庫指数）の３系列となっており、採用品目は、生産指数及び出荷指数が75品目、在庫指数が
58品目となっています。

　日本標準産業分類（第13回改定）を基本とした業種別分類と採用品目の経済的用途により財別に格
付けした特殊分類（財別分類）の２つの分類を設けています。なお、特殊分類の指数は毎年作成して
いる年報で公表しています。

鉱工業指数における財分類の定義

財分類 定　義


